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集は仕事と別にゆっくりやればいい」
という言葉に慰められ、その要請に応
じた。
　それでよかったのかもしれない。特
殊な商慣習、仕入部数の交渉、書店営
業、改装、搬入、棚卸……、本が毎月
確実に書店に並ぶために必要な作業を
手探りで一つひとつ身に付けることが
できた。気がつけば編集制作からマネ
ジメントまで携わるようになってい
た。そんな折、出版とは全く関わるこ
とのない、某印刷会社への２度の出向
命令。「自分一人でやってみよう」。退
職を決意した。
　起業をして、会社経営には総合力が
必要だということが分かってきた。一
人の場合はなおさらである。そして、
自分自身との対話と決断が必要だとい
うことも。

肯定するところから考えてみる
　初めて、自分には何ができて、何が
できないのかを真剣に考えるように
なった。得意とすることは何か、強み
は何なのか。今までの経験がわたしを
救ってくれるようになった。そして、
回り道ばかりして無駄に過ごしてきた
と思っていた人生をもっと肯定しても
いいのかなと、思えるようになった。
　もし難しい問題に直面したら、経験
を棚卸ししてみる。できないと否定す
るのではなく、肯定するところから考
えてみる。そうやって自分にしかでき
ないやり方を導き出せるよう努力して
いる。
　あらためて言うまでもなく、出版産
業を取り巻く環境はますます厳しい。
さまざまな意見はあるが、一人で小規
模出版社を継続していくためには、自
社出版物の売上とは別に採算を確保す
る経済的基盤も必要だとわたしは考え
ている。
　現在、ご縁があって、雑誌創刊４７
年を迎えた小さな版元で月刊誌と書籍

　昨年５月にわたし一人だけの出版社
「旅と思索社」を設立した。
　社名にはわたしの思いが二つ込めら
れている。一つは「旅から学ぶ」こと。
わたしが人生の岐路で思い悩むとき、
それを救ってくれたのはいつも旅だっ
た。未知の世界を旅することで、生き
方に前向きに働きかける力を信じたい
と思ったからである。
　二つ目は「思索する」ことである。
スピーディーなコミュニケーションを
常に求められ、ネットではいともたや
すく自分の感情を表現することができ
るようになった今こそ、わたしたちは
さらに深く考える必要があるのではな
いだろうか。これは若き日のわたし自
身の軽率な人生に対する戒めでもある
のだが。

出版の世界に心ひかれる
　バブル崩壊後の就職難が続いていた
およそ２０年前、音楽の道で挫折し、
５年もフリーターを続けていたわたし
は、高いローンを組んで買ったＭａｃ
でＤＴＰを駆使し、履歴書を大量生産
していくつもの企業に送っていた。そ
れが段ボールやパッケージを手掛ける
取次の関連会社の目に留まり、声がか
かった。版下からＤＴＰに急速に移行
していた時代。その知識を買われたの
だった。出版に関わる仕事ができると
心が躍った。
　営業部員として出版社への本の化粧
箱、書店ＰＯＰなどの制作に勤しんだ。
たくさんの人びとといっしょに形ある
ものを作り上げていく楽しさや喜びを

初めて味わった。
　そして出版社の多くが小規模経営の
零細企業だと知る。しかも大手出版社
に負けない、質の高い本を発行してい
るところがたくさんある。出版する機
会や評価が平等に与えられている素晴
らしい世界に心ひかれた。
　その後は総務部に異動し、ものづく
りからは遠ざかった。健康問題で会社
を辞め、心機一転、路線バスの運転士
になった。だが長続きはしなかった。
皮肉にも自分は「本作りがしたい」と
いうことがはっきりしたのだった。
　業界紙の記者としてこの世界に戻
り、その後、校正会社の子会社の出版
社に転職。初めて得た編集の仕事だっ
た。しかしすぐに営業責任者が病で退
職し、後任を打診される。編集者で会
社を創業した相談役のＭさんから「編

〒 162-0836　東京都新宿区南町 20
TEL.03-3260-0355　FAX.03-3235-6182

情報誌

毎月 1 回　　 　1 日発行
購読料　　　定価 150 円
　　　　　（本体 139 円）
　年間 1,500 円（税込み）
振替　　00120-0-19017

発行所　㈱地方・小出版流通センター
編集　　アクセス編集委員会

文・旅と思索社代表　廣岡  一昭

二十世紀酒場１　東京・さすらい一人酒／
多田欣也　絵・文／旅と思索社刊／ 2015
年 10 月発行／ ISBN978-4-908309-01-4 ／
税込価格：1,620 円
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り合ったＳさん。雑談で面白い冊子を
作っている先輩のお話を偶然聞き、お
会いしたのが著者の多田欣也さん。園

の営業実務と、定期購読者管理などの
事務処理業務を受託している。社長に
社員一人という限られた環境の中で、
わたしのこれまでの経験を提供しなが
ら、雑誌の営業・制作という新たな経
験も身に付けさせていただいている。
　今、わたしにとって優先順位の高い
大切な仕事は、自ら足を運んで人と出
会うことだ。新たな出会いで未知の世
界が開け、知的好奇心が刺激される。
時間がかかってもそれがいつの日か本
作りに結び付くと信じている。
　ネットで知らない世界を探り当てる
ことは簡単だが、それを自分の世界と
して取り込みたいのなら、勇気を持っ
てリアルな世界に飛び出し、人間の息
遣いを感じなければならないと自分に
言い聞かせている。
　それが実を結んだのが今年の１０月
に刊行した初めての書籍『二十世紀酒
場（一）』である。わたしの会社が入
居する、神田神保町からほど近い官民
連携のシェアオフィス「ちよだプラッ
トフォームスクウェア」の懇親会で知

新刊ダイジェスト
※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

芸家として個人邸の庭園設計、東京タ
ワーやスカイツリーのイルミネーショ
ンなどのデザインのほか、幅広く活躍
されている。
　２０数年都内の酒場を飲み歩き、消
えゆく店のたたずまいや感想などを記
した手書き絵を拝見し、お人柄を感じ
て、ぜひ残したいと思ったのが本書出
版の原動力となった。出来上がったば
かりの本を初めて手にしたとき、過去
に仕事で関わってきたどの本よりもわ
たしにはいとおしかった。
　「旅行ガイドの出版社ですか」とよ
く聞かれるのだが、具体的な「旅行」
だけをテーマにするつもりはない。人
生を旅と捉え、さまざまなテーマと格
闘していきたい。
　小規模出版社として失敗を恐れず、
希望の道標を未来に残したいと思う。
誰もができないと思っていることへの
挑戦――経営のみならず、わたしの人
生のテーマにしていきたい。

（ひろおか　かずあき／旅と思索社代
表）

『「朝鮮人街道」をゆく』門脇正人著／
ISBN978-4-88325-108-7 ／ 971 円（税別）

街歩きをしながら、著者がイラストを残したお
気に入りの酒場は、およそ二十年で 200 軒を超
えた。本書ではそのうちの 80 店、年明けに刊行
予定の下巻と合わせて約 160 店を紹介する。

　本書は昨年の西南学院講座 in Tokyo『乳幼
児期体験とこころの臨床―現実と記憶の中の乳
幼児期』での、児童精神科医の小倉清氏と、『「関
係」からみる乳幼児の自閉症スペクトラム』（ミ
ネルヴァ書房）の著者、小林隆児氏の講演や対
談を中心に編まれている。ここで小林氏は、発
達障害の見方に革命的な見解を提示している。
発達障害への一般の理解は何らかの脳機能の異
常によるというものだが、小林氏はその見方を
退け、乳幼児期の母子間の営みにその解明の鍵
を見出すのだ。その〈関係〉の在り方が、脳に

不可逆的な影響を与えている可能性がある。
　一方の小倉氏は、医学生だった 60 年前、精
神科では意外なことに子どもについて考えるこ
となんてあり得なかったと言い、そこから患者
とともに子どもの頃の写真を見ながら「乳幼児
期のことを思い出して、ああだったこうだった
と言って興奮したり涙を流したりすること自体
が治療だと思う」とする独自の精神療法を披瀝
する。
◆ 2052 円・四六判・157 頁・遠見書房・東京・
2015/9 刊・ISBN・9784904536995

『こころの原点を見つめて　－めぐりめぐる乳幼児の記憶と精神療法』●小倉　清／小林隆児著

　朝鮮の外交使節団である通信使は、1423 年足
利義持将軍の世に始まり、江戸時代だけでも 12
回を数える。中でも家康は、秀吉の出兵で悪化し
た関係の修復に腐心し、善隣友好の機会とした。
日朝は古くから対馬藩を介して関係を結んでき
た。近江長浜の人である儒学者雨森芳洲は、同藩
に朝鮮御用支配役佐役として仕え、生涯を日朝外
交に尽くした。
　本書は本年、長浜市で開催された企画展とシン
ポジウムの記念誌で、朝鮮出兵のきっかけとも
なった国書「明王贈太閤冊封文」をはじめ、芳洲

の上申書「交隣提醒」、市内庄屋の「御用覚」、円
山応挙が一行の行列を描いた「琵琶湖之図」など
の史料図録と解説、年譜、展示資料目録からなる。
芳洲は誠信（誠意と信義）外交を信念とした。素
晴らしい国際感覚であり、その思想は今日の日韓
関係に大きな示唆を与えるものである。
　現在、両国で関係資料のユネスコ世界記憶遺産
登録への取り組みが進んでいる。大変に意義深い
ことと思う。
◆ 1944 円・Ｂ５変形判・135 頁・サンライズ出
版・滋賀・2015/9 刊・ISBN・9784883255788

『雨森芳洲と朝鮮通信使　－未来を照らす交流の遺産』●長浜市長浜城歴史博物館編
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　信濃国の国人領主・木曽氏の祖とされる万寿
丸（木曽義基）が源義仲の子だという伝承をも
とに安曇野地域の中世を探る。万寿丸に付き従っ
た曽山光祐なる人物が、義基とともに仁科氏の
家臣として戦国時代まで続いていく様子が描か
れる。義仲の子＝万寿丸＝義基がはたして成立
するのか。一般には義仲には義高以外子がいな
かったといわれている。
　根拠となる『曽山蔵古系図』は、慶長年間に
曽山氏が豊臣政権に提出した系図であるという。
系図によれば、曽山光祐の曽祖父は美濃源氏・

源光保となっている。検非違使でもあった光保
が、平治の乱後逃れた場所が信濃国曽山だった
という。曽山の語源が検非違使庁内のセクショ
ン名からきているという話や、「伏せ検非違使」

（影の検非違使！）や「検非違使の伏せ地（隠し
地）」という耳慣れない用語も登場してくるが、

「情報・対情報専門の特殊諜報部門セクション」
という忍者やスパイみたいな存在であるという
指摘には驚かされた。
◆ 1080 円・ Ａ ５ 判・95 頁・ 歴 研・ 東 京・
2015/9 刊・ISBN・9784865480290

『木曽義仲遺児「万寿丸」と安曇豪族「仁科氏」　
　　　　　－皇室公領と検非違使の存在に大きくかかわった安曇野の中世史末』●曽山友滋著

　酒飲みは酔ったことをすべて覚えていたら恥
ずかしくて生きていけない。それを忘れ、過去
の反省さえも忘れたいから飲む。飲んでいる時
は、ただただ幸せなのである。そんな持論を懐
に、今日も途中下車をして東京の街を探検しな
がら安い酒場や酒屋のカクウチ（酒屋の店頭で
立ち飲みすること）を見つけ、もつ煮込みに魅
了されていった。
　ガーデンデザイナーでもある著者が独自の酒
場論をエッセイで語り、今までに出会った店を
手書きのイラストと文章で紹介したのが本書。

その数は 80 店にも及ぶ。中には残念ながら閉
店してしまった店もあるが、味わいのあるイラ
ストとページ一杯に書かれた手書き文字が、オ
ヤジが集う昔ながらの大衆酒場への愛着を伝え
ている。
　著者は千葉在住のため総武線や京成線沿いの
店が多いが、頑固なオヤジや呑兵衛に優しいお
かみさんも含め、酒場をこよなく愛する気持ち
が熱い。店のイラスト地図付き。
◆ 1620 円・Ｂ６変型判・158 頁・旅と思索社・
東京・2015/10 刊・ISBN・9784908309014

『二十世紀酒場１　東京・さすらい一人酒　－Ｔａｂｉｓｔｏｒｙ　Ｂｏｏｋｓ！』●多田欣也著

　鉄道マニアも最近はずいぶん市民権を得て、
鉄道関係の本は一般向けのものも数多く出版さ
れています。そんななか本書は日本の鉄道のみ
ならず、ドイツ・スイスなど海外の鉄道の話題
も多く盛り込み、さらには鉄道模型の世界まで
踏み込んでいくというかなり欲張りな内容に
なっています。著者はドイツやオランダに駐在
経験があり、特にヨーロッパの鉄道に関しては
詳しく書かれています。と言ってしまうとマニ
ア向けのハードルの高い本のように聞こえてし
まうかもしれませんが、「鉄道アラカルト」のサ

ブタイトルのとおり、好きな項目どこからでも
気軽に読める構成になっています。スイスの登
山鉄道の紹介などで旅気分を味わうのもよいの
ですが、本書の白眉はドイツと日本の鉄道文化
の違いでしょうか。ドイツ鉄道の運賃の徴収方
法や、日本とあまりに違う切符の自動販売機の
作りなどから、ドイツと日本それぞれの国民性
をのぞき見ることが出来て非常に興味深いです。
◆ 1728 円・Ａ５判・171 頁・ ま む か い ブ ッ
ク ス ギ ャ ラ リ ー・ 東 京・2015/9 刊・ISBN・
9784904402047

『鉄道旅とジオラマ・ミニ鉄道　－１８歳から始まる、大人の鉄道アラカルト』●ＡＫＩＲＡ　ＴＡＴＳＵＭＩ著

ジャンル別
新刊案内

2015 年 10 月 1 日〜 31 日
流通センター着

※各ジャンル内での出版社名は
所在地の北から南の順に並んでいます。 価格は税込（消費税率 8％）表示です。

流通センター

【雑誌】

◆あおもり草子　Ｎｏ．２３３　佐
藤　 史 隆 編　 Ａ ４　48 頁　 ６ ０ ０
円　 企 画 集 団 ぷ り ず む　［ 青 森 ］　
978-4-503-20666-4　15/10
◆ＧＲＥＥＮ　ＲＥＰＯＲＴ　４３０
　 廣 瀬　 仁 編　 Ａ ４　192 頁　
２８００円　地域環境ネット　［埼玉］
　978-4-905457-62-6　15/10
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期間：2015 年 10 月 16 日〜 11 月 15 日

［出荷センター扱い］※価格は税込（消費税率 8％）表示です。
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(1)『あたしとあなた』2160 円・ナナロク社　(2)『食人の形而上学』3024 円・
洛北出版　(3)『百歳までの読書術』1836 円・本の雑誌社　(4)『愛され花嫁修業』
1728 円・コレクションインターナショナル　(5)『新装版　不思議の国のアリス・
オリジナル』2160 円・書籍情報社　(6)『フィールド版　木の実のガイド』1620 円・
トンボ出版　(7)『統合失調症をたどる』2700 円・ラグーナ出版　(8)『イタリア
都市の空間人類学』3780 円・弦書房　(9)『山陰駅旅』2000 円・今井出版　(10)

『世間』2916 円・忘羊社　(11)『不登校は１日３分の働きかけで９９％解決する』
864 円・リーブル出版　(12)『誰にも尋けないおしりの難病』1404 円・石風社　
(13)『探訪　比企一族』1728 円・まつやま書房

◎お名前、お届け先（郵便番号、住所）、
連絡先お電話番号、ご注文品の書誌名、
冊数の必要事項を明記のうえ、下記ま
でＦＡＸでご連絡ください。
◎送料は、冊子小包・メール便共実費
でお送りさせて頂きます。基本的にメー
ル便は、一冊２１０円でお送り致しま
す。（メール便の到着は、発送してから
３〜４日かかります。）お急ぎの方、そ
の他ご要望がございます場合はお気軽
に下記までお問い合せ下さいませ。
◎なお書籍お買上総計（税抜き価格）
が 5,000 円以上の場合は、送料をサー
ビスさせて頂きます。
★地方・小出版流通センター
ＦＡＸ：０３−３２３５−６１８２

以下ホームページ等でも各種情報提供を行なっております。ご利用ください。
ＵＲＬ：http://neil.chips.jp/chihosho/　　ツイッター公式アカウント：@local_small

ト  ピ  ッ  ク  ス ★★★

［三省堂書店神保町本店　センター扱い図書］※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

［ジュンク堂書店池袋店　地方出版社の本—センター扱い図書］※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

(1)『古本屋ツア－・イン・首都圏沿線』2376 円・本の雑誌社　(2)『深夜百太郎　入口』
1620 円・ナナロク社　(3)『昭和プロレスマガジン　３７』1000 円・昭和プロレ
ス研究室　(4)『東京かわら版　１２月号』500 円・東京かわら版　(5)『本の雑誌
　３９０号』720 円・本の雑誌社　(6)『古本屋ツア－・イン・神保町』2160 円・
本の雑誌社　(7)『深夜百太郎　出口』1620 円・ナナロク社　(8)『百歳までの読書術』
1836 円・本の雑誌社　(9)『真田幸綱・昌幸・信幸・信繁』3024 円・岩田書院　
(10)『月刊住職　１１月号』1404 円・興山舎

(1)『バッタ・コオロギ・キリギリス　鳴き声図鑑』4968 円・北海道大学出版会　
(2)『ＨＡＷＫＳ２０１５　熱男ぶっちぎりＶ２』1000 円・西日本新聞社　(3)『佐々
木京極氏と近江清瓏寺』1296 円・サンライズ出版　(4)『山陰駅旅』2000 円・今井
出版　(5)『イタリア都市の空間人類学』3780 円・弦書房　(6)『駿河伊豆の城と中
世』2376 円・羽衣出版　(7)『食人の形而上学』3024 円・洛北出版　(8)『民間放送
のかがやいていたころ』2500 円・大阪公立大学共同出版会　(9)『聖人・托鉢修道士・
吟遊詩人』3024 円・海鳥社　(10)『復讐するは我にあり　改訂新版』2592 円・弦
書房　(11)『地球のしくみを理解する』1836 円・広島大学出版会　(12)『鯨の目　
成田三樹夫遺稿集』2935 円・無明舎出版

売 行 良 好 書
▼全国各地域の出版文化を発掘し、そ
の普及・促進を図る等の目的で隔年で
開催されている「ふるさと自費出版大
賞」の第 6 回の結果が発表されました。
大賞に選ばれたのは駒沢女子大教授、
井戸桂子氏の【 碧い眼に映った日光
～外国人の日光再発見】（下野新聞社・
1620 円・ISBN978-4-88286-560-5）。

「アーネスト・サトウやイサベラ・バー
ドが日光を訪れ、東照宮の精緻な建築
と造形に驚嘆したことは知られている
が、それでは彼らが日光のどこに何を
見たのか、彼ら自身の文章を紹介しな
がら写真とともに明快に解説してい
る。章立てに工夫がなされ、一般読者
にもわかりやすく、また豊富な写真が
適切に配置されている。日光のガイド
ブックとしては一級の出来栄えで、本
としての完成度も高かった」と評価さ
れました。本賞は全国新聞社出版協議
会（加盟４６社）主催で、2005 年に
スタートしたとのことです。本書につ
いては、この『アクセス』2015 年 5
月号の新刊ダイジェストでも取り上げ
ています。


